
　
「
北
の
鉄
人
」
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

　

か
つ
て
、昭
和
五
十
三
年
度
〜
五
十
九
年
度
ま
で
、

ラ
グ
ビ
ー
日
本
選
手
権
に
お
い
て
七
連
覇
の
偉
業
を

成
し
遂
げ
た「
新
日
鐵
釜
石
ラ
グ
ビ
ー
部
」。
そ
の
選

手
た
ち
を
尊
敬
と
親
し
み
を
込
め
て
人
々
は
そ
の
よ

う
に
呼
ん
だ
。

　

そ
の
名
門
「
新
日
鐵
釜
石
」
が
社
会
人
チ
ー
ム
と

し
て
の
活
動
か
ら
撤
退
し
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
し
て

の
道
を
歩
み
出
し
た
。
そ
の
名
を
「
釜
石
シ
ー
ウ
ェ

イ
ブ
ス
」
と
言
う
。

　

少
し
分
か
り
に
く
い
こ
と
な
の
で
説
明
す
る
と
、

ラ
グ
ビ
ー
に
限
ら
ず
我
が
国
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー

ツ
界
は
、

●
小
学
校
か
ら
大
学
に
至
る
学
校
体
育
の
系
列
で

あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
部
活
動
」

●
都
市
対
抗
野
球
に
象
徴
さ
れ
る
「
社
会
人
（
実

業
団
）」

●
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
者
た
ち
が
職
業
・

所
属
を
問
わ
ず
寄
り
集
ま
っ
て
チ
ー
ム
を
結
成

し
て
楽
し
む
「
ク
ラ
ブ
」

に
大
別
さ
れ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
「
部
活
動
」「
社
会
人
（
実
業
団
）」
は
原
則
的
に
同

一
の
学
校
・
企
業
（
職
場
）
に
所
属
し
、
学
校
単
位
・

企
業
（
職
場
）
単
位
で
活
動
し
て
お
り
「
部
外
者
」

は
加
わ
れ
な
い
。「
ク
ラ
ブ
」
は
、
い
わ
ば
愛
好
者
の

自
主
的
な
集
ま
り
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
ク
ラ
ブ
」

の
活
動
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
で
あ
れ
ば
、
他
の
ク
ラ

ブ
構
成
員
が
特
段
の
反
対
を
し
な
い
限
り
誰
で
も
自

由
に
参
加
し
、
そ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。

　

誤
解
を
恐
れ
ず
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、「
部
活

動
」「
社
会
人
」が
基
本
的
に
は
勝
敗
に
こ
だ
わ
り
、そ

れ
ぞ
れ
の
所
属
す
る
協
会
、団
体
が
開
催
す
る
試
合
・

大
会
で
の
勝
利
を
強
く
志
向
す
る
競
技
者
で
あ
る
の

に
対
し
、「
ク
ラ
ブ
」
は
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
を
第
一

義
と
し
、
活
動
の
目
的
も
親
睦
で
あ
っ
た
り
体
力
・

健
康
の
維
持
増
進
で
あ
っ
た
り
様
々
で
あ
り
、
必
ず

し
も
ゲ
ー
ム
に
勝
ち
、
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
の
み

に
価
値
を
置
い
て
は
い
な
い
。

　
「
新
日
鐵
釜
石
」
が
「
社
会
人
」
チ
ー
ム
か
ら
「
ク

ラ
ブ
」
チ
ー
ム
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
が

競
技
か
ら
降
り
て
、
一
般
市
民
が
楽
し
み
で
行
う
レ

ベ
ル
の
愛
好
者
と
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
な
の

か
？ 

　
　
　
　
　
　

＊

　

こ
こ
数
年
、
我
が
国
の
「
社
会
人
（
実
業
団
）」
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
チ
ー
ム
が「
休
部
」「
廃
部
」に
よ
っ

て
活
動
に
終
止
符
を
打
つ
例
は
多
い
。
例
え
ば
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
の
日
立
で
あ
っ
た
り
、
陸
上
競
技
の
リ

ク
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
り
、
野
球
の
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

で
あ
っ
た
り
、
ほ
ん
の
少
し
前
ま
で
そ
の
ス
ポ
ー
ツ

界
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
し
、
幾
多
の
世
界
的
な
名
選
手

を
輩
出
し
て
き
た
「
名
門
」
で
あ
る
。

　
「
休
部
」「
廃
部
」
の
理
由
は
明
確
で
あ
る
。
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
社
会
人
チ
ー
ム
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
一
説
に
は
年
間
数
億
円
の
費
用
を
要
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
親
企
業
の
業
績
不
振
に
よ
っ
て
運

動
部
へ
の
補
助
が
削
減
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
設

備
の
投
資
の
削
減
に
よ
る
練
習
環
境
の
悪
化
に
よ
っ

て
一
流
競
技
者
や
指
導
者
が
離
れ
て
い
く
、
そ
の
結

果
と
し
て
運
動
部
の
戦
績
も
悪
化
し
、
社
員
の
志
気

は
も
と
よ
り
運
動
部
自
体
の
メ
デ
ィ
ア
価
値
も
低
下

す
る
。
そ
れ
が
さ
ら
に
親
企
業
の
支
援
削
減
に
働
く

と
い
っ
た
悪
循
環
に
は
ま
り
、
つ
い
に
は
「
休
部
」

「
廃
部
」
に
至
る
の
で
あ
る
。
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◆
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
考
え
る
◆　

〝
日
本
型
〞地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
模
索
す
る
試
み

　
　
 　
　
　
　

〜
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
時
代
、
地
域
が
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
組
織
〜
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＊

　

一
方
、「
部
活
動
」
の
状
況
は
ど
う
か
？

　
「
遊
ば
な
い
子
ど
も
」「
遊
べ
な
い
子
ど
も
」
と
い

う
言
葉
が
象
徴
す
る
よ
う
な
運
動
不
足
の
子
ど
も
、

青
少
年
の
存
在
が
あ
る
。
そ
の
典
型
的
事
象
と
も
言

え
る
「
運
動
部
離
れ
」
現
象
が
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
現
在
は
、
こ
れ
に
少
子
化
と
い
う
問
題

が
重
な
っ
て
「
部
活
動
」
の
存
在
そ
の
も
の
の
基
盤

が
揺
ら
い
で
き
て
い
る
。
全
国
高
等
学
校
体
育
連
盟

（
以
下
、
高
体
連
）
の
調
べ
に
よ
れ
ば
、
過
去
十
年
ほ

ど
の
間
に
、
高
体
連
加
盟
の
運
動
部
数
、
部
員
数
は

と
も
に
減
少
し
て
い
る
。

　

部
員
数
の
減
少
率
が
部
数
の
減
少
率
を
上
回
っ
た

場
合
に
は
、
個
々
の
「
部
活
動
」
構
成
メ
ン
バ
ー
数

の
低
下
に
よ
っ
て
、「
部
が
つ
ぶ
れ
る
」こ
と
と
な
る
。

例
え
ば
ラ
グ
ビ
ー
で
は
、
東
京
都
の
大
会
で
十
五
人

制
の
参
加
チ
ー
ム
が
平
成
六
年
に
は
百
九
校
で
あ
っ

た
が
、
平
成
十
一
年
に
は

四
十
七
校
と
半
分
以
下
に

な
っ
て
し
ま
い
、
三
年
前

か
ら
十
人
制
の
枠
を
立
ち

上
げ
て
対
応
し
て
い
る

が
、
そ
の
十
人
制
で
も
単

独
校
で
チ
ー
ム
編
成
が
で

き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　

＊

　

我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
は

学
校
の
教
育
活
動
や
企
業

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
し
て

発
展
し
て
き
た
。
そ
の
役

割
を
否
定
す
る
つ
も
り
は

毛
頭
な
い
。
し
か
し
、
前

述
の
よ
う
に
、
企
業
ス

ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
さ
を
増
し
、
学
校

教
育
の
場
に
お
い
て
も
ス

ポ
ー
ツ
に
接
す
る
機
会
が

減
少
し
て
い
る
現
状
で
は
、
従
来
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
枠
組
み
が
〝
曲
が
り
角
〞
に
来
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。

　

平
成
十
二
年
九
月
、
文
部
科
学
省
は
「
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。
同
計
画
で
は
、
平

成
二
十
二
年
ま
で
に
成
人
の
週
一
回
以
上
の
ス
ポ
ー

ツ
実
施
率
を
現
在
の
三
十
五
％
か
ら
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

先
進
国
並
み
の
五
十
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
標

に
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
多
種
目
、
多
世
代
、

多
様
な
技
術
・
技
能
を
持
っ
た
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
、

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
さ
れ
る
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
全
国
の
市
区
町
村
に
少
な
く
と
も

一
つ
は
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

前
述
の
「
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス
」
の
例
は
、「
新

日
鐵
釜
石
」
が
ク
ラ
ブ
に
組
織
移
行
す
る
段
階
で
、

そ
の
趣
旨
を
「
企
業
と
し
て
従
来
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
支
援
の
方
向
を
志
向
す
る
」

と
し
て
い
る
。
従
来
の
「
社
会
人
（
実
業
団
）」
同
様

に
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
性
を
志
向
し
な
が
ら
も
、

運
営
の
基
盤
を
地
域
社
会
に
置
き
、
企
業
と
地
域
住

民
と
の
協
働
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
指
す
試
み

で
あ
る
。
地
域
住
民
の
中
に
は
、
当
然
、
学
校
の
指

導
者
や
生
徒
も
含
ま
れ
る
。

　

企
業
ス
ポ
ー
ツ
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
継
承
し

な
が
ら
も
、
地
域
に
根
づ
い
た
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
振

興
組
織
と
し
て
、
同
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
に
期
待
し

た
い
。
企
業
・
学
校
単
位
に
固
執
せ
ず
、
優
れ
た
指

導
者
・
選
手
・
愛
好
者
を
包
含
し
た
地
域
が
支
え
る

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
組
織
＝〝
日
本
型
〞地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
が
、
今
後
の
我
が
国
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
界

の
中
核
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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